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2.4 砂防基本計画の作成例【一般（流域砂防）の場合】

（1）流域条件

流域面積 5.1 ㎢

地質：その他の地帯

計画流出土砂量：20,000 ㎥/㎢/1 洪水

図 4-2-19

（2）整備土砂量の算出

【基準点】

・計画流出土砂量 Q=2.0×2.15×20,000=86,000 ㎥

・計画生産土砂量 3500,107
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・計画許容流砂量 E=Q×0.10=86,000×0.1=8,600 ㎥

・計画超過土砂量 Q－E=86,000－8,600＝77,400 ㎥

・計画生産抑制土砂量 B＝16,000 ㎥（堆砂横断より算出）

・計画流出抑制土砂量 C=60,000 ㎥（堆砂横断より算出）

・計画流出調節土砂 D＝C×0.10＝60,000×0.1＝6,000 ㎥
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【基準点 2】

・計画流出土砂量
3

1 300,90000,2015.21.2 mQ 
3

2 600,8 mQ  （基準点 1 からの計画許容流砂量）
3

21 900,98600,8300,90 mQQQ 
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・計画許容流砂量
（全流域対象）≒ 3600,17

630,171.0000,2015.2)0.21.2(

m

E 

・計画超過土砂量
3300,81600,17900,98 mEQ 

・計画生産抑制土砂量
3000,27 mB  （堆砂横断より算出）

・計画流出抑制土砂量
3000,60 mC  （堆砂横断より算出）

・計画流出調節土砂量
3000,61.0000,6010.0 mCD 

【基準点 3】

・計画流出土砂量
3

1 600,17 mQ  （基準点 2 からの計画許容流砂量）

流路部の流出土砂量）

・・・

(400,6
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21 000,24400,6600,17 mQQQ 

・計画生産土砂量 )2.0(000,30
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・計画許容流砂量
3200,18240,181.0400,6600,17 mE ≒

・計画超過土砂量
3800,5200,18000,24 mEQ 

・計画生産抑制土砂量
3000,85004222 mLWHB  ・・・

・計画流出抑制土砂量
30mC 

・計画流出調整土砂量
30mD 

表 4-2-26 整備土砂量計算

基準点 流域面積

（㎢）

補正

係数

計画流出

土砂量

Q（㎥）

計画生産

土砂量

A（㎥）

計画許容

流砂量

E（㎥）

計画超過

土砂量

Q-E（㎥）

計画生産

抑制

土砂量

B（㎥）

計画流出

抑制

土砂量

C（㎥）

計画流出

調整

土砂量

D（㎥）

1 2.0 2.15 86,000 107,500 8,600 77,400 16,000 60,000 6,000

2 2.1 2.15 98,900 123,700 17,600 81,300 27,000 60,000 6,000

3 （1.0） ― 24,000 30,000 18,200 5,800 8,000 0 0
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（3）整備率の算出

【基準点 1】

整備率 100
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【基準点 2】
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暫定整備率 100
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【基準点 3】

整備率 100
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2.5 オベリスク公式コンクリート型枠計算書
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2.6 堰堤工水理計算書

えん堤流量断面

砂防えん堤
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2.7 渓流保全工水理計算書
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2.8 床固工水理計算書


